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21
年
度
春
の
叙
勲
・
褒
章

◇
瑞
宝
小
綬
章

山
元
和
美
氏
（
昭
48
経
営
・

東
京
）
消
防
功
労

◇
瑞
宝
双
光
章

髙
坂
康
氏
（
平
３
法
・
東

京
）
危
険
業
務
従
事
者
・
消

防
功
労

　
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
働

き
方
の
多
様
性
が
広
が
っ
て

い
る
｜
｜
。
経
営
学
部
・
青

木
章
通
教
授
が
担
当
す
る
新

領
域
科
目「
働
き
方
の
選
択
」

で
は
毎
回
、
外
資
系
企
業
や

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
就

職
、
資
格
を
取
得
し
て
の
独

立
、
起
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

「
働
き
方
」
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
、
学
生
に
自
身
の
キ

ャ
リ
ア
に
つ
い
て
深
く
考
え

る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

　
授
業
で
は
、
パ
ラ
レ
ル
ワ

ー
ク
に
代
表
さ
れ
る
次
世
代

の
働
き
方
を
実
践
す
る
卒
業

生
を
招
き
、
講
演
と
質
疑
応

答
に
よ
る
双
方
向
的
な
学
修

を
行
っ
て
い
る
。
５
月
７
日

の
授
業
に
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
社

会
連
携
室
室
長
と
福
祉
系
Ｎ

Ｐ
Ｏ
理
事
と
い
う
二
つ
の
肩

書
を
持
つ
鈴
木
順
氏
（
平
７

経
営
）
が
登
壇
、
学
生
た
ち

に
熱
心
に
語
り
か
け
た

写

真
。

　
講
演
前
半
は
、
Ｊ
リ
ー
グ

が
現
在
力
を
入
れ
て
い
る
社

会
連
携
活
動
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
事
例
を
交
え
て
解

説
。
前
職
・
川
崎
フ
ロ
ン
タ

ー
レ
の
ス
タ
ッ
フ
時
代
に
手

が
け
た
、
発
達
障
が
い
を
抱

え
る
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・

安
全
な
試
合
観
戦
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
取
り
組
み
「
え
が
お

共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
は
、
多
く

の
学
生
が
「
印
象

深
か
っ
た
」
と
の

感
想
を
寄
せ
た
。

　
後
半
は
「
私
の

履
歴
書
」と
題
し
、

企
業
で
長
く
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
業
務

に
携
わ
っ
た
後
に

サ
ッ
カ
ー
の
世
界

に
飛
び
込
ん
だ
ユ

　
今
年
４
月
に
第
28
代
東
京

消
防
庁
消
防
総
監
に
就
任
し

た
。
花
塚
辰
夫
氏
（
昭
30

法
）、小
宮
多
喜
次
校
友
会
長

（
昭
40
法
）
に
次
い
で
３
人

目
の
専
大
卒
の
消
防
総
監
と

な
っ
た
清
水
さ
ん
。
首
都
の

防
災
を
担
う
約
１
万
９
０
０

０
人
の
職
員
の
ト
ッ
プ
と
し

て
、「
消
防
の
仕
事
と
、
専
大

の『
質
実
剛
健
・
誠
実
力
行
』

の
学
風
や
『
報
恩
奉
仕
』
と

い
う
建
学
の
精
神
に
は
通
じ

る
も
の
が
あ
る
」
と
力
強
く

語
る
。

　
地
元
の
消
防
団
に
所
属
し

て
い
た
父
や
、
横
田
基
地
で

消
防
士
を
し
て
い
た
伯
父
の

背
中
を
見
て
育
っ
た
。
社
会

貢
献
性
が
高
く
や
り
が
い
の

あ
る
消
防
の
仕
事
に
自
然
と

興
味
を
持
ち
、
早
く
に
自
ら

の
道
を
定
め
た
。
高
校
卒
業

後
、
迷
う
こ
と
な
く
東
京
消

防
庁
に
入
庁
。
荻
窪
消
防
署

を
皮
切
り
に
都
内
各
地
の
消

防
署
で
業
務
に
励
ん
だ
。
企

画
・
管
理
部
門
で
の
職
務
経

験
も
豊
富
で
、
消
防
学
校
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
住
宅

用
火
災
警
報
器
設
置
の
普
及

促
進
、
テ
ロ
災
害
に
向
け
た

訓
練
の
企
画
な
ど
に
も
従
事

し
た
。

　
日
々
厳
し
い
業
務
を
こ
な

す
一
方
で
「
公
務
員
と
し
て

法
律
知
識
を
身
に
つ
け
た

い
」と
思
い
、入
庁
翌
年
に
専

大
二
部
法
学
部
に
入
学
し
、

刑
法
や
行
政
法
な
ど
を
学
ん

だ
。「
当
時
教
壇
に
立
っ
て
い

た
日
髙
義
博
理
事
長
の
講
義

が
特
に
思
い
出
深
い
」
と
話

す
。
東
京
消
防
庁
に
は
専
門

系
と
い
う
採
用
区
分
が
あ

り
、
現
役
職
員
も
能
力
認
定

と
い
う
形
で
同
じ
試
験
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
清
水

さ
ん
は
29
歳
の
と
き
に
法
律

分
野
の
試
験
に
挑
戦
し
合

格
。「
専
大
で
学
ん
だ
知
識
が

役
立
っ
た
。
そ
の
後
の
キ
ャ

リ
ア
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
い
う
意
味
で
人
生
の
転

機
に
な
っ
た
」と
振
り
返
る
。

　
在
学
中
は
吟
詠
部
に
所
属

し
人
脈
も
広
げ
た
。
そ
の
こ

ろ
の
友
人
と
は
今
も
付
き
合

い
が
あ
り
、
消
防
総
監
就
任

時
に
は
祝
福
の
言
葉
が
多
く

寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
自
ら

の
濃
密
な
４
年
間
を
踏
ま
え

「
大
学
で
は
勉
学
に
打
ち
込

む
と
と
も
に
、
授
業
や
部
活

を
通
じ
て
生
涯
の
友
を
見
つ

け
て
ほ
し
い
」
と
在
学
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
。

　
清
水
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切

に
し
な
が
ら
都
民
の
安
全
・

安
心
の
た
め
に
尽
力
し
て
き

た
。
消
防
総
監
は
東
京
消
防

庁
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
と
同
時

に
、
全
国
消
防
長
会
や
ア
ジ

ア
消
防
長
協
会
の
会
長
職
も

兼
務
す
る
。「
引
き
続
き
都
民

の
た
め
に
尽
く
す
と
と
も

に
、
大
局
的
な
視
点
で
全

国
、
そ
し
て
広
く
ア
ジ
ア
の

消
防
の
発
展
に
も
努
め
た

い
」と
表
情
を
引
き
締
め
た
。

都民の生活と消防の発展に尽くす

清
し

水
み ず

洋
ひ ろ

文
ふ み

さん（昭61法）東京消防庁消防総監に就任

訃　
　

報

玉
水
俊
哲
氏
（
た
ま
み
ず
・

と
し
あ
き
）
元
文
学
部
教
授

　
５
月
15
日
、
88
歳
で
死

去
。
１
９
９
４
年
か
ら
２
０

０
３
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

生
活
論
。

西
川
利
行
氏
（
に
し
か
わ
・

と
し
ゆ
き
）
名
誉
教
授
・
元

法
学
部
教
授

　
５
月
21
日
、
87
歳
で
死

去
。
１
９
６
１
年
か
ら
２
０

０
４
年
ま
で
在
職
。
専
門
は

経
済
法
。

　
専
修
大
学
は
、
神
田
と

生
田
と
い
う
二
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
有
し
て
い
ま

す
。

　
大
学
の
発
祥
の

地
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
は
、
昨
年
完

成

し

た

10
号

館

（
専
修
大
学
１
４

０
年
記
念
館
）
を

加
え
て
、
神
田
神

保
町
と
い
う
に
ぎ

や
か
な
都
心
に
あ

り
、
刺
激
に
満
ち

た
環
境
が
自
慢
と

い
え
ま
す
。
し
か

も
、
ほ
ん
の
少
し

足
を
延
ば
せ
ば
、

歴
史
の
流
れ
を
感

じ
さ
せ
る
皇
居
や

北
の
丸
公
園
、
靖

国
神
社
な
ど
の
緑
陰
に
も

恵
ま
れ
、
国
立
近
代
美
術

館
、国
立
公
文
書
館
、昭
和

館
、三
の
丸
尚
蔵
館
、科
学

技
術
館
な
ど
、
国
内
有
数

の
博
物
館
探
訪
も
堪
能
で

き
ま
す
。
加
え
て
、
隣
接

す
る
世
界
屈
指
の
神
保
町

古
書
街
の
存
在
を
忘
れ
る

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
川
崎
市
最
大
の
都

市
公
園
で
あ
る
広
大
な
生

田
緑
地
に
囲
ま
れ
、
都
会

の
喧
騒
を
離
れ
た
豊
か
な

自
然
を
存
分
に
満
喫
で
き

ま
す
。
源
頼
朝
の
重
臣
稲

毛
三
郎
重
成
が
枡
形
城
を

築
い
た
と
い
う
枡
形
山
の

展
望
台
に
上
れ
ば
、
四
方

の
絶
景
に
思
わ
ず
息
を
の

む
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
緑
地
に
も
、
宙

（
そ
ら
）
と
緑
の
科
学
館

や
岡
本
太
郎
美
術
館
が
控

え
て
い
ま
す
。

　
専
修
大
学
の
学
生
諸

君
、
大
学
は
専
門
的
な
勉

学
の
場
で
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
く
、
豊
か
な
人

間
形
成
の
期
間
で
も
あ
る

は
ず
で
す
。
教
室
で
講
義

を
受
け
、
ゼ
ミ
で
議
論
し

合
い
、
図
書
館
で
調
べ
も

の
に
勤
し
む
こ
と
は
当
然

で
す
が
、
と
き
に
は
キ
ャ

ン
パ
ス
を
飛
び
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
緑
に
囲
ま
れ

た
自
然
の
中
の
散
策
。
博

物
館
を
訪
れ
、
友
人
た
ち

と
交
わ
し
た
屈
託
の
な
い

会
話
。
古
書
街
で
の
驚
き

と
興
奮
に
満
ち
た
書
籍
と

の
出
会
い
。
こ
う
し
た
も

の
が
、
君
た
ち
を
さ
ら
に

飛
躍
さ
せ
て
く
れ
る
は
ず

で
す
よ
。

（
学
生
部
委
員
・

内
田
欽
三
）

専修大学のユニークで豊かな借景

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

専
修
大
学
法
曹
会

無
料
法
律
相
談
会

　
校
友
会
職
域
支
部
の
専
修

大
学
法
曹
会
が
主
催
す
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」（
後

援

校
友
会
、
今
村
法
律
研

究
室
）
の
開
催
予
定
は
次
の

通
り
。
感
染
防
止
対
策
の
た

五
輪
企
画
展
で

所
蔵
資
料
公
開

校
友

渋
谷
さ
ん

　
相
模
原
市
立
博
物
館
（
神

奈
川
県
相
模
原
市
）
で
開
催

中
の
企
画
展
「
相
模
原
に
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
く
る
」（
７

月
４
日
ま
で
）
に
、
校
友
会

相
模
原
支
部
の
支
部
長
で
、

体
育
会
カ
ヌ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会
長

で
も
あ
る
渋
谷
隆
宏
さ
ん

（
昭
33
商
経
）
の
私
物
約
30

点
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
同
市
の
相
模
湖
は
１
９
６

４
（
昭
和
39
）
年
の
東
京
五

輪
で
、
カ
ヌ
ー
競
技
の
会
場

と
な
っ
た
。
渋
谷
さ
ん
は
当

時
、
同
競
技
の
役
員
を
務
め

め
、
今
年
度
は
「
電
話
に
よ

る
相
談
会
」
と
な
り
ま
す
。

【
日
程
】
※
毎
回
火
曜
日
▽

６
月
22
日
▽
７
月
６
・
20
日

▽
９
月
14
日
▽
10
月
12
日
▽

11
月
16
日
▽
12
月
14
日
▽
２

０
２
２
年
１
月
18
日
▽
２
月

15
日
▽
３
月
15
日

【
相
談
時
間
】
１
回
30
分
程

度
。
各
日
程
と
も
に
①
16
時

〜
、
②
17
時
〜
の
２
枠

【
受
け
付
け
】
事
前
予
約
制

（
予
約
締
め
切
り
‥
相
談
日

の
前
日
16
時
）

※
当
日
、
相
談
者
が
電
話
を

か
け
ま
す
。

旴
□申
今
村
記
念
法
律
事
務
所

☎
03
・
３
２
６
４
・
１
７
２
１

校友会定時総会２０２１
開催のお知らせ

【お問い合わせ】
校友会事務局 ☎03・３２６５・７５７９

■日時＝７月11日（日）

　　　 10時30分～（受け付け開始10時予定）
■場所＝ＪＲ・私鉄・地下鉄各線・新宿駅から

　　　 徒歩５分「京王プラザホテル新宿」
■会費＝2000円
■参加申し込み締め切り＝６月30日（水）

　今年度は、飲食・懇親会・アトラクショ
ンの中止、着席による３密回避、マスク着
用等、新型コロナウイルス感染防止対策を
徹底して実施します。また、参加者を校友
（卒業生）・賛助会員のみとさせていただ
きます。あらかじめご了承ください。

　
専
修
大
学
は
、
東
京
都
立

調
布
南
高
校
（
東
京
都
調
布

市
）
と
高
大
連
携
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
た
。
今
後

は
、
高
校
生
が
大
学
の
授
業

を
聴
講
す
る
「
高
大
連
携
聴

講
生
」
の
受
け
入
れ
や
、
大

学
生
が
「
教
科
研
修
生
」
と

し
て
高
校
で
研
修
活
動
を
行

う
な
ど
の
教
育
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
さ
れ
る
。

　
５
月
18
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
調
印
式
が
行
わ
れ
、

佐
々
木
重
人
学
長
と
荒
井
篤

校
長
が
協
定
書
に
調
印
し

た
。
佐
々
木
学
長
が
「
お
互

い
の
教
育
理
念
に
通
じ
る
も

の
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

我
々
の
持
っ
て
い
る
力
を
活

用
し
て
ほ
し
い
」
と
協
定
の 荒井校長（左）と佐々木学長

表
象
文
化
論
学
会

学
会
賞
を
受
賞

文
・
宮
﨑
教
授

　
宮
﨑
裕
助
文
学
部
教
授
が

表
象
文
化
論
学
会
の
第
12
回

学
会
賞
を
受
賞
し
た
。
７
月

３
、
４
日
開
催
の
表
象
文
化

論
学
会
大
会
で
授
賞
式
が
行

わ
れ
る
。

　
受
賞
し
た
の
は
『
ジ
ャ
ッ

ク
・
デ
リ
ダ
｜
｜
死
後
の
生

を
与
え
る
』（
２
０
２
０
年
、

岩
波
書
店
）。フ
ラ
ン
ス
現
代

思
想
を
代
表
す
る
哲
学
者
ジ

ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
の
晩
年
の

思
想
を
読
み
解
き
、
デ
リ
ダ

像
を
一
新
し
た
。
宮
﨑
教
授

意
義
を
話
す
と
、
荒
井
校
長

は
「
こ
の
縁
を
生
徒
た
ち
の

成
長
に
生
か
し
た
い
」
と
応

じ
た
。

　
本
学
で
は
、
高
校
と
大
学

が
教
育
交
流
を
通
じ
て
相
互

理
解
を
深
め
、
教
育
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

２
０
０
２
年
度
に
高
大
連
携

の
た
め
の
組
織
を
設
置
。
今

回
の
締
結
で
高
大
連
携
協
定

校
は
17
校
目
と
な
る
。

て
お
り
、
今
回
の
企
画
展
で

は
、
着
用
し
た
ブ
レ
ザ
ー
な

ど
関
係
資
料
を
提
供
し
た
。

ニ
ー
ク
な
経
歴
を
振
り
返
り

つ
つ
、
就
職
・
転
職
時
に
重

視
し
た
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
。

鈴
木
氏
は
「
年
齢
を
重
ね
る

に
従
い
、
仕
事
を
選
ぶ
際
の

基
準
が
『
自
分
が
や
り
た
い

仕
事
内
容
』
か
ら
『
誰
か
の

役
に
立
て
る
か
』
に
変
化
し

て
い
っ
た
」
と
自
身
の
経
験

を
語
っ
た
。

は
現
代
西
洋
哲
学
史
が
専

門
。

次
世
代
の
働
き
方
学
ぶ

Ｊ
リ
ー
グ
職
員

Ｎ

Ｐ

Ｏ

理

事

鈴
木
氏
（
平
７
経
営
）
が
講
演
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東
京
都
が
実
施
す
る
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
検
査
（
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
）
が
６
月
１
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
始
ま
っ
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
策
の
一
環
で
、
都

の
要
請
を
受
け
実
施
。
28
日

ま
で
の
合
計
５
日
間
、
各
日

学
生
50
人
を
対
象
に
行
う
。

　
１
日
は
、
事
前
に
予
約
し

た
学
生
が
、
検
査
キ
ッ
ト
で

唾
液
を
採
取
し
た
。
結
果
は

数
日
中
に
メ
ー
ル
で
個
別
に

通
知
。
陽
性
の
疑
い
が
出
た

場
合
は
、
医
療
機
関
の
受
診

が
求
め
ら
れ
る
。

　
検
査
を
受
け
た
商
学
部
３

年
次
の
学
生
は
「
緊
急
事
態

宣
言
が
延
長
さ
れ
る
な
か
、

不
安
を
払
拭
し
た
い
と
検
査

を
受
け
た
」
と
話
し
た
。

　
検
査
は
16
日
（
水
）、
17

日
（
木
）、
25
日
（
金
）、
28

日
（
月
）
に
も
実
施
す
る
。

申
し
込
み
方
法
は
、
学
生
向

け
シ
ス
テ
ム
「
ｉ
ｎ
　
Ｃ
ａ

ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
に
掲
載
し
て
い

る
。

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査


